
１．はじめに

2013年に公表された IPCC-AR5によれば，平衡気

候感度（大気中CO濃度倍増時の平衡応答における

全球地表気温の上昇量，以下ECS）は1.5－4.5℃

（66％の確率）であり（IPCC 2014），30年以上に渡っ

て不確実性の幅はほとんど変わっていない．この不確

実性の大きな要因の一つに，雲フィードバックのばら

つきを効果的に制約する（観測事実をもとに不確実性

を狭める）ことができていないことが挙げられる（吉

森ほか 2012a, b, c）．雲フィードバックに関するモデ

ル相互比較プロジェクト（CFMIP）では，気候モデ

ル内の雲プロセスや観測データを用いた評価，外部強

制に対する応答やその不確実性要因を探る取り組みが

続けられている（例えば，小玉ほか 2013）．

７月８日から11日にかけて，オランダのエグモン

ト・アーン・ゼーのホテル・ザイデルダイン（Hotel

 

Zuiderduin，第１図）で，第２期CFMIP（CFMIP2）

の国際会議が開催された．この会議は，今年度で終了

するEUCLIPSEという欧州の大型プロジェクトと共

催で行われた．会議の参加者（第２図）は約60名で，

このうち日本からの参加者は11名と大きな割合を占め

た．

会議の１日目はEUCLIPSEの総括に充てられ，２

日目からCFMIPの現状報告および口頭発表・ポス

ター発表のセッションが行われた．全体の発表のう

ち，３割程度はポスター発表に割り当てられた．４日

目にはWCRP Grand Challenge（GC；http://www.

wcrp-climate.org/index.php/grand-challenges,

2014.8.30閲覧）で掲げられている課題と，他のモデ

ル相互比較プロジェクトとの連携についての議論が行

われた．会議の発表資料の一部はhttp://www.eu
 

clipse.eu/meeting July2014 Netherlands.html

（2014.10.14閲覧）で公開されている．２～５節では

各発表セッションの内容について，６節では次期
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CFMIPに向けての取り組みについて，７節では参加

者の所感について報告する． （釜江陽一)

２．雲フィードバック，対流圏調節，気候感度

このセッションでは，CMIP5/CFMIP2マルチモデ

ルアンサンブルの解析から明らかになった点，及び未

解決の問題について報告が行われた．T.Andrews

（MOHC）は，CMIP5/CFMIP2マルチモデルで全球

平均気温が上昇するにつれ，負の気候フィードバック

が小さくなる（気候感度が上昇する）傾向を指摘した

（Andrews et al. 2012）．さらに，大気大循環モデル

による感度実験から，このフィードバックの変化が海

面水温上昇の空間分布の変化で説明できることを示し

た．このことから，過去と将来予測とで気候感度を比

較する際には，海面水温の分布の違いを考慮に入れる

必要があることを指摘し，CMIP6/CFMIP3の枠組み

で気候フィードバックの海面昇温パターンへの依存性

を調べることを提案した．M.Ringer（MOHC）は，

気候感度を決定する有効放射強制力と気候フィード

バック（吉森ほか 2012a）のモデル間のばらつきの間

に，強い相関関係を見出し，理想的な水惑星の条件下

ではより関係性が強まることを指摘した．S.Klein

（LLNL）は熱帯域の対流圏下層における逆転層強度

の再現性と将来変化の傾向を報告した．現在気候の再

現性は概ね良好であったが，層積雲領域では過少評価

の傾向が見られた．また，将来予測では温暖化に伴い

逆転層が強まることで，下層雲が増えて温暖化が和ら

ぐ方向に働くことを指摘した．さらに，逆転層の強化

に寄与する要因の一つとして，熱帯の深い対流が立つ

領域における気温の上昇幅が，湿潤断熱減率を仮定し

た場合より大きいことを指摘し，その物理的な説明が

未だなされていない点に注意を促した．

気候感度や気候フィードバックに対して，観測デー

タから制約を与えるための

指標（メトリック）を探索

することもCFMIPにおけ

る重要なテーマである．最

近では，海上の対流圏下層

における境界層・自由大気

間の大気混合強度が，下層

雲フィードバックの強さを

通して気候感度の制約に有

効とする仮説が提唱され

（Sherwood et al.2014），

本会議でも度々，そのメトリックの適用例が報告され

た．塩竈（環境研）と釜江（環境研）は，気候モデル

MIROCを用いて，モデルのパラメータ設定に由来す

る不確実性とモデルの構造に由来する不確実性の両方

を含む新しいアンサンブル実験MPMPEを実施した

結果を報告した．MPMPEには気候感度に大きなば

らつき（2.1－10.4℃）が存在し，そのばらつきは主

に雲短波フィードバックに由来することが確認され

た．このばらつきは下層雲の減少に伴う正のフィード

バックと，中層雲の光学的厚さの増加に伴う負の

フィードバックに由来することを示した．さらに，衛

星観測データから，10℃に近いような極端に高い気候

感度は，観測データから支持されないことが確認され

た．

メトリックの有効性について説得力を高めるには，

注目している指標が気候感度や気候フィードバックに

影響を及ぼす物理的な仕組みを理解することが重要と

なる．F.Brient（ETH）はCMIP5/CFMIP2におい

て下層雲フィードバックの符号が一致しない理由を議

論し，フィードバックの符号は現在気候の下層雲の鉛

直分布に依存することを指摘した．つまり，現在気候

において積雲対流による鉛直混合が強いモデルほど下

層雲の鉛直分布は地表面近くに偏り，そうしたモデル

ほど温暖化時に下層雲が顕著に減少し，より大きな正

のフィードバックになる傾向があることを報告した．

川合（気象研）はMRI-CGCM3において雲放射効果

の鉛直分布を診断した結果を報告し，雲フィードバッ

クに対する異なる高さごとの雲の寄与について議論し

た．小倉（環境研）はMIROC5に浅い対流のパラメ

タリゼーションを導入した結果，雲フィードバックが

より正に変化した事例を報告し，浅い対流は従来言わ

れてきたような下層雲フィードバックへの影響だけで

なく，中層雲フィードバックにも影響する可能性を指

〝天気"61．12．

第２図 参加者の集合写真．
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摘した．

雲パラメタリゼーションを使用しない高解像度モデ

ルで，雲フィードバックを推定した結果についても報

告が行われた．小玉（海洋研究開発機構）は水平解像

度14kmの雲システム解像モデルNICAM を用いた，

20年間の疑似AMIP実験により雲フィードバックを

診断した結果を報告した．NICAM の結果は全体的に

他の気候モデルと整合的であり，CMIP/CFMIPで診

断された雲フィードバックについて信頼性を高める結

果となった．但し，巻雲の増加により雲長波フィード

バックの値が正に大きく出るという特徴は，CMIP/

CFMIPのモデルには見られないものであった．さら

に，NICAM における雲フィードバックに関して，

Chen（海洋研究開発機構）は２種類の異なる雲微物

理スキームを使った結果を報告し，両者の共通性と違

いについて議論した．

気候モデルによる現在気候の雲の再現性を改善し，

推定された雲フィードバックに対する信頼性を高める

には，衛星観測データの活用が重要となる．R.Mar-

chand（ワシントン大学，米国）は，CFMIPにおい

てまだ利用が一般化していないMISR衛星データに

ついて特徴を紹介し，MISR/MODISデータの解析事

例を報告した．2001-2012年の期間では，中・高緯度

を中心に光学的に厚い雲の量の減少が見られる事を指

摘し，南大洋における雲量減少の仕組みを議論した．

なお，CMIP6/CFMIP3ではMISR/MODISデータに

対応するモデル出力を衛星シミュレータCOSP（６

節）を用いて集め，比較検討することが提案されてい

る．

M.Webb（UKMO）は，積雲対流スキームをオフ

にするモデル相互比較実験について報告した．雲

フィードバックのモデル間のばらつきが大きいのは，

積雲対流スキームの自由度によるものではないかとい

う指摘は以前からあったが，MIROC5と MRI-

CGCM3を含む複数のモデルで積雲対流スキームをオ

フにして比較すると，ばらつきの幅が狭まる傾向が確

認された（ただし，全てのモデルで傾向が一致してい

るわけではない）．CMIP6/CFMIP3では，これをパ

イロット実験として，雲フィードバックのばらつきに

寄与しそうな様々なプロセスの感度を調査する比較実

験群 SPOOKIEを，先行 し て 進 め ら れ て い る

COOKIE（小玉ほか 2013,４節）と合わせて展開して

いくことが計画されている．

（小倉知夫・釜江陽一・神代 剛)

３．雲と大気循環の関わり

J. E. Kay（コロラド大学，米国）は，温暖化時に

おける南半球中緯度ジェットの変化を解析し，温暖化

に伴うジェットの極向きシフト量に比べ，下層雲の極

向きシフト量が大きいことを示した．これにより，南

大洋における下層雲および下向き短波フラックスが力

学ではなく熱力学的な効果によって決まっていると主

張した．ジェットの位置と下向き短波放射の変化が無

関係であるという結果は，Ceppi et al.（2014）のマ

ルチモデル解析によっても示されている．一方，G.

Tselioudis（NASA/GISS）は観測データの年々変動

における雲および力学場を解析し，南大洋において上

層雲（下層雲）とハドレー循環境界の緯度の間に正

（負）の相関があることを示した．これらの研究成果

は，雲と大気大循環の相互作用を議論する上で重要な

視点を与えている．

C.Traute（マックスプランク研究所，ドイツ）は

COOKIE実験の赤道波を解析し，雲・放射相互作用

をオフにしたモデルではMJOが弱まることを示し

た．D. Coppin（LMD/IPSL）は大気大循環モデル

を用いてRCEおよびCOOKIE実験を行い，対流の

組織化がSST，雲・放射相互作用の有無や初期条件

の水蒸気場に依存することを示した．今回の会議で

は，幅広いセッションの発表でCOOKIEの結果が利

用されており，様々な現象・プロセスを雲放射効果と

結びつけて考察する試みが広く進められていると感じ

た．また，RCE実験の結果について，対流の組織化

は非常に大きなスケールで起こっているようにみえる

が，これは現実大気とどのように関連しているのか，

という質問が会場から挙がった．理想化実験は，現実

大気の重要な部分を抽出して理解を深めるのに有用で

あるが，常に現実との対応を意識していないと本末転

倒になりかねない．この点に注意を促した発言であ

り，非常に印象に残った．雲と大気大循環，特にス

トームトラックとの相互作用や対流の組織化は

WCRPのGC（６節）として取り上げられており，

今後も活発な研究が見込まれる．

（小玉知央・神代 剛)

４．気候変化時の降水

このセッションでは，将来の降水量変化におけるモ

デル間のばらつき要因に関する研究成果が多く発表さ

れた．渡部（東大大気海洋研）は赤道太平洋域の降水

量とその年々変動，H.Lambert（エクセター大学，

雲フィードバックに関するモデル相互比較プロジェクト（CFMIP）会議2014参加報告 9 9 9

2014年12月 25



英国）は全球平均降水量の変化量に注目した研究成果

を紹介した．R.Chadwick（MOHC）は将来の降水

量変化のモデル間のばらつきは，ECSではなく，対

流域のシフトのばらつきでほぼ決まっており，海洋上

ではSSTの変化パターンが重要とする研究結果を紹

介した．これは，B.Oueslati（LMD/IPSL）が降水

量変化のばらつきを力学的・熱力学的な視点から調べ

た結果と，概ね整合的であるように思われる．C.

Jakob（モナシュ大学，オーストラリア）は，過去数

十年の熱帯降水量の変化トレンドは，大半が深い対流

を伴う雲レジームのトレンドにより説明できることを

示した．過去のトレンドの物理的背景や，将来の降水

量変化予測の不確実性の低減化は，CFMIP以外の研

究コミュニティにとっても重要な課題であると思われ

る． （釜江陽一)

５．観測データと高解像度モデルを用いた物理モデ

ルと気候モデルの評価

雲フィードバックのモデル間ばらつきの最大の要因

である下層雲について，CFMIPおよびGASSでは，

モデル間比較プロジェクトCGILS（Zhang et al.

2012）のもとで精力的な調査が進められてきた．

CGILSでは，夏季のカリフォルニア沖の海上３点を，

それぞれ境界層雲，雲頂に層積雲を伴う積雲，背の低

い貿易風積雲の典型例として抽出し，それぞれの地点

においてLESと SCM を用いて温暖化時の応答を比

較し，そのばらつきの要因を調べてきた（吉森ほか

2012b;小玉ほか 2013）．

C. Bretherton（ワシントン大学，米国）はLESに

よるCGILS Phase2の結果を報告した．Phase1から

の主な違いは，二酸化炭素濃度を４倍にした場合とと

もに，CMIP3データに基づいた大規模場の強制を用

いた場合の下層雲の振舞いの変化を調べる点である．

上記の３つの雲種の温暖化応答を調べた結果，層雲や

層積雲では雲放射強制力は減少する一方，積雲では雲

放射強制力の変化は小さいことを示した．一方，逆転

層高度を現実的に維持する過程で苦労があったことも

述べた．野田（海洋研究開発機構）は大規模場の予測

誤差が層積雲の振舞いに与える影響をLESにより調

べた．雲頂付近の温度と水蒸気の跳び，境界層風速，

大規模下降流，地表面熱フラックスの影響を調べた結

果，前者２つの大きさの変化が層積雲の振舞いに最も

影響を与えることを示した．

SCM による比較結果についてはS.Dal Gesso

（KNMI）から報告があった．SCM の研究ではより

一般的に逆転の強さ（温度，水蒸気）と再現される

雲，温暖化時の雲応答を比較するための取り組みに重

点を置いて研究が進められている．彼女は，世界の７

つの気候モデルを元にしたSCM を用いて雲の再現性

と温暖化時の応答を比較し，いずれのSCM にも共通

した特徴（LESと比べて，層積雲を伴う境界層は，

雲が低すぎて低温すぎて湿潤すぎ，また温暖化時の応

答はいずれも正の雲フィードバック）を見出した．単

純で理想的な実験を各モデル機関が実施することによ

り，複雑な気候モデル間のばらつきの要因を探るヒン

トが得られると期待される．

全球モデルを用いた研究では，まず，多くの気候モ

デルに共通して確認される南大洋の低層雲の過小評価

問題（Williams et al. 2013）に着目した研究が発表

された．G.Svensson（ストックホルム大学，ス

ウェーデン）はSHEBA観測キャンペーンのデータ

を用い，CMIP3のデータを検証した結果を示した．

基本的にCMIP3参加モデルは北極圏（80°N以北）の

地表面温度に低温バイアスを抱えており（特に冬季），

正味の地表面エネルギーフラックスが小さい事が分

かった．彼らの解析は，低緯度域からの温暖空気塊の

流入が下層の安定度を介し，下層雲の発生と極域の地

表面温度の再現性に影響していることを示している

（Karlsson and Svensson 2011;Svensson and Karls-

son 2011）．彼らはさらにPithan et al.（2014）の研

究成果を引用し，低層雲の長波放射強制力が地表面温

度と下層安定度にも強く影響を及ぼすことに言及して

いた．近年，熱帯よりも大きな冬季の極域地表面の温

度変化は注目を集めている（Pithan and Mauritsen

2014）．S.Klein（LLNL）はCFMIPに関連のある

GASSのプロジェクトを幾つか紹介しており，Pith-

anらが主導して氷雲微物理の評価を行う予定である

ようだ．

佐藤正樹（東大大気海洋研）はNICAM データと

CloudSat，CALIPSO，TRMM 衛星データとを比較

した結果を報告した．さらにこれら衛星データを基に

１モーメント微物理スキームについて，特に落下凝結

物質のモデル化の改善手法を提案した．L. Nuijens

（マックスプランク研究所，ドイツ）は，モデルと衛

星観測で得られた貿易風帯積雲の出現頻度について比

較した結果，観測では，一定時間雲が全く観測されな

い割合は約３％であるのに対して，シミュレーション

結果では，モデルによって雲量０となる頻度に６
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～50％程度のばらつきが存在することを示した．U.

Lohmann（ETH）は，モデルにおけるエアロゾルに

よる雲の輝度の変化は，これまでの観測データから得

られた結果とは異なることを報告した．観測ではエア

ロゾルが混在する雲の輝度は増加する一方，エアロゾ

ルの効果が含まれたモデルによるシミュレーションで

は，雲の輝度が下がることを示した．観測とモデル結

果の不整合の原因の究明は非常に重要な課題である．

（野田 暁・清木達也・Ying-Wen Chen・釜江陽一)

６．CMIP6/CFMIP3に向けて

現在，CMIP6の計画についての議論が各研究コ

ミュニティ間で進められている．CMIP6は，産業革

命前条件コントロール実験やCO濃度４倍増実験な

どの少数の基本的な実験（DECK）と，各研究コミュ

ニティから提案されたモデル相互比較プロジェクト

（MIPs）の連合体として構成される（第３図）．MIPs

は，WCRPが今後５-10年の間に解決すべき重要な課

題として挙げた５つのGC（第１表）のうち，１つま

たは複数に貢献することが求められている．最終的

に，どのモデルでも実験を行うDECK，WGCM の承

認したCMIP6実験，有志によるCMIP6外のMIPs実

験という階層構造をもった計画になる．

今回の会議の最終日には，CMIP6に向けて提案す

る第３期CFMIP（CFMIP3）に関する議論が行われ

た．CFMIP3は，CMIP5/CFMIP2の実験デザイン

（AMIP実験で海面水温を上昇させたもの等）をおお

むね引き継いだCMIP6内実験と，興味のあるモデル

機関だけが参加するCMIP6外実験（COOKIE等）に

分けて考えられている．WCRP GCの「雲，大気循

環と気候感度」課題（第２表）に取り組んでいくため

に必要な，様々な実験が提案されている．

CFMIP3を計画するにあたって，各実験でどのよう

なモデル出力の提出を求めるかも，重要な検討事項で

ある．CMIP6/CFMIP3におけるCOSP（吉森ほか

2012b；小玉ほか 2013）出力についても，A.Bodas-

Salcedo（UKMO）から説明があり，議論が交わされ

た．COSP出力は，もはや気候モデルの雲再現性評価

のためだけでなく，雲フィードバックやECSの研究

に広く利用されるようになってきている．そのことを

第３図 CMIP6に向けて提案されている実験デ
ザインの概略図．中央にCMIPの標準
機能としてDECK実験，その周囲に

CMIP6で取り組むべき科学的課題と，
具体的なモデル相互比較計画（MIPs）
が並ぶ．Meehl et al.（2014）のFig.１
をもとに作成．

第１表 WCRP Grand Challenge（GC）で掲げら
れているテーマ．太字は本会議と関わりの
強いテーマ．

地域気候

海面水位の上昇

雪氷圏の変化

雲，大気循環と気候感度

水資源

極端現象

第２表 WCRP GC「雲，大気循環と気候感度」の
全体統括と，各イニシアティブのリー
ダー．

全体統括：B.Stevens（マックスプランク研究所），

S.Bony（LMD/IPSL）

イニシアティブ リーダー

気候と水循環の感度 S.Sherwood（CCRC），

M.Webb（UKMO）

雲と大気循環の関わり P.Siebesma（KNMI），

D. Frierson（ワシントン
大学）

空間分布の変化 T. Shepherd（レディング
大学），A. Sobel（コロン
ビア大学）

過去の記録の活用 M.Kageyama（IPSL），

R.Pincus（CIRES）

より信頼性のあるモデル
に向けて

C. Jakob（モ ナ シュ大
学），渡部雅浩
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踏まえ，全てのDECK実験で基本的なCOSP出力の

提出を求めること，また特にAMIPタイプの実験で

は，最新版のCOSPで利用できるほぼ全ての種類の

衛星について出力することが提案された．今回の会議

の ポ ス ターセッション に お い て，COSP出 力

（ISCCP，CALIPSO，CloudSat，MODIS，MISR，

PARASOL）を用いた雲再現性評価の結果が多数報

告された．神代（気象研）はCOSP出力を用いた

MRI-CGCM3の雲再現性について報告した．様々な

衛星シミュレータの結果を比較することで，より信頼

できる再現性評価が行えることを示した．他にも J.-

L.Dufresne（LMD/IPSL）やR.Marchand（ワシン

トン大学，米国）によるCOSP出力を複合的に用い

た解析結果の発表が行われた．衛星データをいかに活

用して有益な情報を引き出すかは，今後のCFMIPで

取り組むべき重要な課題である．

CMIP6は，MIPsの連合体として構成されるため，

MIP間や他の研究計画との間で密接に連携を取るこ

とが求められている．会議では，放射強制力MIP

（RFM IP），古 気 候 MIP（PM IP），PROES，

GCSS，GASSなどとの連携が議論された．またEU-

CLIPSEの後継プロジェクトに関する情報提供も行わ

れた．

次に向けた議論の中で，これまでCFMIP等の国際

研究プロジェクトを率いてきたベテランから，若手が

どんどんアイデアを出すべきだ，という意見が何度も

上がっていたのが印象的だった．塩竈がCFMIP共同

議長を長年勤めているM.Webb（UKMO）と，パブ

でサッカーを見ながら雑談をした際にも，若手に徐々

に責任を担ってもらい，成長を促して，世代交代を

行っていくことの重要性と難しさという話題になっ

た．日本からはここ数年３つのグループ（MIROC，

気象研究所，NICAM）が会議およびモデル実験に参

加し，渡部が運営委員会に加わるなど，プレゼンスを

増しつつある．今後はさらに，積極的に実験計画を提

案し，責任を負うとともに，欧州のように若手研究者

の参画を促すことが重要だと感じた．

（塩竈秀夫・神代 剛・釜江陽一・渡部雅浩)

７．所感

今回の会合で驚いたのは，世界の主要な気候モデル

の下層雲の再現性に，かなりの問題点が残されている

ことである．モデルのECSのばらつきには，下層雲

の応答が大きく寄与している（１節）ため，気候モデ

ル開発においても下層雲の再現性に注意が払われてい

るにもかかわらず，その再現性には依然として大きな

問題点がある．J.-L.Dufresne（LMD/IPSL）は，観

測データでは，下層雲の雲量が多いほど，雲が占める

領域のアルベドも大きくなるという明瞭な関係がある

のに対し，彼らの機関のモデルにおいては，下層雲の

雲量が大きい方が，むしろ雲領域のアルベドが小さい

という逆の関係になっていることを示した．また，

マックスプランク研究所のモデルは，雲量に関わら

ず，アルベドの大きさはあまり変わらず，雲量がかな

り小さくても雲領域のアルベドは大きい．そして，フ

ランスの国立気象研究センターのモデルは，下層雲量

自体が，０と0.7と１の離散的な値しかとらないよう

である．また，５節で紹介したL.Nuijens（マックス

プランク研究所，ドイツ）の解析では，貿易風帯の積

雲の時間変動・持続時間が観測と全く異なるモデルも

あった．そして，S.Dal Gesso（KNMI）の SCM 相

互比較（５節）では，観測では，下層大気安定度が大

きいほど下層雲量は大きくなるという明瞭な関係があ

るのに対し，UKMOのモデルなどでは，下層大気安

定度が大きくなるほど下層雲量が少なくなっていると

いう結果が示され，非常に驚いた．以上のように，

CFMIPに中心的に貢献している気候モデルであって

も，下層雲の再現性には様々な問題があり，今後，雲

フィードバック，及びECSをより信頼できるものに

していくためにも，コミュニティを挙げてモデル内で

適切に下層雲を再現することに取り組んでいかなけれ

ばならないと実感した．

もう一つ感じたことは，雲フィードバックの研究は

確実に進展しているということである．例えば，毎年

の会合ごとに，次々と新しいモデル間比較実験が提案

され，新たな知見が着実に積み重ねられている．

COOKIEや SPOOKIE（２節）について，当初，雲

の放射効果を完全に０にしたり，積雲対流スキームを

オフにしたりずれば，実際の大気とあまりにも異なる

気象現象が発生し，また気候状態も実際とは異なって

しまい，意味のある結果が得られるのだろうか，と懸

念を持っていたが，それらの実験結果からは重要な知

見が得られ始めている．さらに，COOKIEのデータ

は，MJOのメカニズムの研究（３節）やB.Medeiros

（アメリカ国立大気研究センター）による海上の降水

の日変化の研究など現象自体の研究にも応用されつつ

ある．今回の会合でも新しい相互比較実験のアイデア

が出されており，発想の豊かさにはいつも驚かされ
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る．そして，今後さらに発展していくことで，雲

フィードバックの研究はますます進展すると予想さ

れ，大いに期待を抱いている． （川合秀明)

略語一覧

AMIP：Atmospheric Model Intercomparison Project

大気モデル相互比較プロジェクト

C4MIP：Coupled Carbon Cycle Climate Model Inter-

comparison Project 炭素循環気候モデル相互比較プ

ロジェクト

CALIPSO：Cloud-Aerosol Lidar and Infrared Path-

finder Satellite Observation 雲エアロゾルライダーお

よび赤外探査衛星観測

CCRC：Climate Change Research Centre サウスウェー

ルズ大学気候変動研究センター，オーストラリア

CFMIP：Cloud Feedback Model Intercomparison Proj-

ect 雲フィードバックに関するモデル相互比較プロ

ジェクト

CGILS：CFMIP-GASS Intercomparison of Large Eddy
 

Models and Single Column Models
 

CIRES：Cooperative Institute for Research in Environ-

mental Sciences コロラド大学環境科学研究所，米国

CMIP：Coupled Model Intercomparison Project 結合

モデル相互比較プロジェクト

COOKIE：Clouds On-Off Klimate Intercomparison
 

Experiment 雲の有無が気候に与える影響に関する比

較実験

CORDEX：Coordinated Regional climate Downscaling
 

Experiment 統合地域ダウンスケーリング計画

CORE：Coordinated Ocean-Ice Reference Experiment
 

COSP：CFMIP Observational  Simulator Package
 

CFMIP 観測シミュレータパッケージ

DCPP：Decadal Climate Prediction Project 十年規模

気候予測プロジェクト

DECK：Diagnostic,Evaluation and Characterization of
 

Klima
 

ECS：Equilibrium Climate Sensitivity 平衡気候感度

ETH：Eldgenosslsche Technische Hochschule Zurich

チューリッヒ工科大学，スイス

EUCLIPSE：European Union Cloud Intercomparison,

Process Study& Evaluation Project
 

GASS：Global Atmospheric System Studies
 

GCSS：GEWEX Cloud System Study GEWEX雲シス

テム研究

GeoMIP：Geoengineering Model Intercomparison Proj-

ect 気候工学モデル相互比較プロジェクト

GEWEX：Global Energy and Water Exchanges Project

全球エネルギー・水循環観測計画

IPCC-AR5：Intergovernmental  Panels on Climate
 

Change 5th Assessment Report 気候変動に関する政

府間パネル第五次評価報告書

ISCCP：International Satellite Cloud Climatology Proj-

ect 国際衛星雲気候計画

KNMI：Koninklijk Nederlands Meteorologisch In-

stituut オランダ王立気象研究所

LES：Large-Eddy Simulation ラージエディシミュ

レーション

LLNL：Lawrence Livermore National  Laboratory

ローレンス・リバモア国立研究所，米国

LMD/IPSL：Laboratoire de Meteorologie Dynamique,

Institut Pierre Simon Laplace ピエール・サイモン・

ラプラス研究所，気象力学研究所，フランス

LUMIP：Land-Use Model Intercomparison Project
 

MIP：Model Intercomparison Project モデル相互比較

プロジェクト

MIROC：Model for Interdisciplinary Research on Cli-

mate 東京大学大気海洋研究所・国立環境研究所・海

洋研究開発機構で開発された全球気候モデル

MISR：Multi-angle Imaging SpectroRadiometer 複数

角度分光放射計

MJO： Madden Julian Oscillation マッデン・ジュリア

ン振動

MODIS：Moderate Resolution Imaging  Spectro-

radiometer 中分解能撮像分光放射計

MOHC：Met Office Hadley Centre 英国気象局ハド

レーセンター

MPMPE：Multi Physics Multi Parameter Ensemble

マルチ物理・マルチパラメータアンサンブル

MRI-CGCM：Meteorological Research Institute Cou-

pled General Circulation Model 気象研究所大気海洋

結合モデル

NASA/GISS：National Aeronautics and Space Admin-

istration,Goddard Institute for Space Studies アメ

リカ航空宇宙局ゴダード宇宙科学研究所

NICAM：Nonhydrostatic Icosahedral  Atmospheric
 

Model 東京大学大気海洋研究所・海洋研究開発機構で

開発された全球雲解像モデル

PARASOL：Polarization and Anisotropy of Reflect-

ances for Atmospheric Sciences coupled with Obser-

vations from a Lidar
 

PMIP：Paleoclimate Modelling Intercomparison Proj-

ect 古気候モデリング相互比較プロジェクト

PROES：GEWEX Process Evaluation Study
 

RCE：Radiative Convective Equilibrium 放射対流平衡

RFMIP：Radiative Forcing Model Intercomparison
 

Project 放射強制力モデル相互比較プロジェクト

SCM：Single Column Model 鉛直１次元モデル
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SHEBA： Surface Heat Budget of the Arctic Ocean
 

project 北極海表面熱収支観測研究計画

SPOOKIE：The Selected Process On/Off Klimate Inter-

comparison Experiment 特定のプロセスの有無が気

候に与える影響に関する比較実験

SST：Sea Surface Temperature 海面水温

TRMM：Tropical Rainfall Measuring Mission 熱帯降

雨観測衛星

UKMO：United Kingdom Met Office 英国気象局

WCRP：World Climate Research Programme 世界気

候研究計画

WGCM：Working Group on Coupled Modeling 結合モ

デル開発作業部会
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